
地域社会、国際社会での貢献活動
企業の海外進出が始まり、社員や職場環境のグローバル化が進んでいます。
事業を展開する国々において、地域社会に活力をもたらす様々な活動を通して、
社会貢献へとつなげています。

地域社会・国際社会での貢献活動
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海外における活動国内における活動
東西の化学実験ショーに出展、
グループ社員100人がボランティアとして参加
　日本ペイントホールディングスグループは、一般社団法人日本
化学工業会が開催している「こどもの日 化学実験ショー」に毎年、
ブースを出展しています。2018年は８月に科学技術館（東京都千
代田区）で、10月に神戸国際展示場（兵庫県神戸市）でそれぞれ２
日間、計４日間開催されました。当社グループからは東西で合計
約100人のグループ社員がボランティアとして参加し、乾電池を
用いて金属の定規に電着塗料を塗る実験を子どもたちに指導し
ました。

東京・渋谷でHAPPY WALL PROJECT を開催
　日本ペイントホールディングスが手掛けるインテリア塗料ブラ
ンド・ROOMBLOOMは2018年３月にイン＆アウトバウンドイベ
ント 「MOSHI MOSHI NIPPON FESTIVAL 2018」 （東京都渋谷
区で開催）において、ROOMBLOOMが2014年から取り組んで
いる社会貢献活動 「HAPPY WALL PROJECT」 をイベント主催
者と共同で実施しました。
　この 「HAPPY WALL PROJECT」 は「ペイントで暮らしをもっと
豊かにしたい」という想いを全国に広げたい、という願いから始
まったものです。今回は渋谷区内にある託児所において、ダウン症
や自閉症の子どもたちとともにサーカステントの絵を描きました。

アフリカンペイントアーティストの活動をサポート
　汎用塗料を手掛けるグループ会社・日本ペイント株式会社
（NPTU）は、アフリカンペイントアーティスト・SHOGEN氏の活動
をサポートしています。
　2018年４月に大阪市内で開催された「うめきた まちづくり
アート2018春」にSHOGEN氏が参加。総勢100人以上のご家族
連れと一緒に、NPTUが提供した環境に優しい水性内装用塗料を
使って長さ数十メートルにわたる長大な絵を描きました。この絵
は大阪市北区にある「グランフロント大阪」と「梅田スカイビル」と
の間にある地上通路に展示されました。
　また、SHOGEN氏は同年７月に大阪・吹田市で開催された「トン
ネルアート・パート13 」にも参加。NPTUはこのイベントにも水性
塗料を提供しました。NPTUは2016年からこのイベントに協賛し
ており、今後も吹田市の地域活性化や景観向上に協力していく方
針です。

【中国・香港】 地域活性化の取り組みに水性塗料を提供
　立邦油漆(香港)有限公司は、香港の下町・深水埗における地域
活性化の取り組み「閘遊×舖史」に対して、同社製品を無償提供し
て活動を支援しました。深水埗には服飾、おもちゃの問屋や電気
店など、多数の店舗が古くから建ち並んでいます。これら店舗の
一部はシャッターが老朽化し、美観を損ねていました。「閘遊×舖
史」の取り組みは、こうしたシャッターに地元の芸術家やボラン
ティアの青少年が絵を描いて、地域の活性化向上につなげようと
いうものです。立邦油漆(香港)はこの取り組みに対して、環境に
優しい水性塗料を提供しました。

【アジア】 建築家志望の若き才能の飛躍をサポート
　当社グループではアジアで建築を学ぶ学生を対象に、建築デ
ザインのコンペティションを毎年開催しています。11回目となる
コンペティションの最終選考会は2019年３月にシンガポールで
行われ、約8,400人の応募の中からインド出身、ベトナム出身の
２人の学生がグランプリを獲得しました。グランプリ獲得者には
米国・ハーバード大学大学院デザイン学院での約６週間にわたる
プログラムへの無償参加など、約１万米ドル相当の賞品が授与
されました。

【インドネシア】 独立記念日を祝う塗装セレモニーをサポート
　インドネシアの住宅街の入り口には、現地の言葉で「ガプラ
(Gapura)」と呼ばれる門が建っており、インドネシアの独立記念
日（８月７日）を祝うため、ガプラを毎年塗り替える習慣がありま
す。日本ペイント・インドネシアは、国内37拠点の従業員が地域
社会と協力してこの塗り替えに取り組んでいます。2017年には
4,614カ所の、2018年には7,488カ所のガプラの塗り替えをサ
ポートしました。2019年は１万カ所の実現を目指しています。

【インド】 NGOと協力、小学校の内外装を塗り替え
　Nippon Paint（India）は地元のNGOと協力し、小学校の内外
装塗り替えのボランティアに取り組んでいます。
　インド南部・タミルナードゥ州ガデュバンチェリーの小学校で
行われた塗り替えにはNGOから約60人のボランティアが参加。
同社は環境に優しい水性塗料など約50リットルを提供しました。
また、同州の州都・チェンナイの学校200校の塗り替えを行うプ
ランも実施しており、2018年までに25校の塗り替えが完了して
います。
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